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赤
倉
神
社

七
尾
市
街
地
か
ら
田
鶴
浜
方
面
へ
車
を

走
ら
せ
る
。
の
と
鉄
道
の
電
車
に
伴
走
さ

れ
る
よ
う
に
国
道
を
進
ん
で
い
く
と
、
三み

引び
き

口
の
バ
ス
停
の
あ
た
り
で
「
全
国
名
水

百
選
　
御
手
洗

み

た

ら

し

池い
け

赤
蔵
山
」
の
看
板
が

右
手
に
見
え
て
く
る
。
看
板
の
案
内
ど
お

り
に
行
く
と
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広

が
り
、
し
ば
ら
く
し
て
前
方
に
大
き
な
石

の
鳥
居
が
現
れ
る
。
そ
の
両
側
に
は
、
黄

金
色
の
葉
を
付
け
た
銀
杏
の
木
と
鮮
や
か

に
紅
い
葉
を
付
け
た
モ
ミ
ジ
の
木
が
並
ん

で
い
る
。
神
仏
習
合
の
霊
山
と
い
わ
れ
た

赤
蔵
山
の
登
り
口
で
あ
る
。

石
の
鳥
居
は
赤
蔵
山
に
鎮
座
す
る
赤
倉

神
社
の
も
の
で
あ
る
。
大
山

お
お
や
ま

津づ

見み
の

神か
み

を
祭

神
と
し
、
か
つ
て
の
赤
蔵
山
上

じ
ょ
う

一
本

い
ち
ほ
ん

宮ぐ
う

寺じ

の
講
堂
を
拝
殿
と
す
る
。
神
社
に
伝
わ
る

「
能
州
赤
蔵
山
縁
起
」
に
よ
る
と
、
天
平

２
年
（
７
３
０
）
聖
武
天
皇
の
皇
太
子
が

眼
病
に
か
か
っ
た
際
に
、
中
納
言
藤
原
諸も

ろ

末す
え

に
命
じ
、
こ
の
地
で
祈
願
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
眼
病
が
治
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
神

殿
を
建
設
し
、
後
白
河
天
皇
の
時
に
神
殿

を
再
建
、
そ
れ
を
赤
蔵
山
上
一
本
宮
寺
と

し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
長
い
時
を
経
て
、
天
正
８
年

（
１
５
８
０
）
に
長
連
龍
が
再
興
し
、
家

督
を
継
い
だ
連
頼
が
、
仁
王
門
・
拝
殿
・

奥
の
院
な
ど
を
再
建
し
た
。

２
つ
の
参
道

赤
蔵
山
に
は
、
表
参
道
と
裏
参
道
が
あ

る
。
石
の
鳥
居
か
ら
入
る
道
が
表
参
道
、

怡い

岩
院

が
ん
い
ん

と
栄え
い

春
し
ゅ
ん

院い
ん

の
前
を
通
っ
て
、
入
る

道
が
裏
参
道
で
あ
る
。
怡
岩
院
は
長
連
龍

の
父
の
菩
提
寺
、
栄
春
院
は
同
じ
く
母
の

菩
提
寺
で
あ
り
、
焼
失
と
再
建
を
経
て
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

裏
参
道
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
ピ
ン

と
張
り
つ
め
た
空
気
が
漂
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。
シ
ダ
の
葉
が
そ
っ
と
顔
を
出

す
よ
う
に
生
え
る
石
段
を
登
っ
て
い
く

と
、
表
参
道
と
合
流
し
、
右
手
の
奥
に
は

拝
殿
が
見
え
る
。
ち
ょ
う
ど
、
夫
婦
ら
し

き
男
女
が
、
参
拝
し
て
い
た
。

さ
ら
に
上
へ
と
石
段
は
続
く
。
ま
る
で

ビ
ロ
ー
ド
を
敷
い
た
よ
う
に
瑞
々

み
ず
み
ず

し
く
、

艶
や
か
な
深
緑
の
苔
の
石
段
で
あ
る
。
あ

た
り
を
見
渡
す
と
、
杉
や
ア
テ
の
巨
木
が

立
ち
並
び
、
欝
蒼

う
っ
そ
う

と
し
て
い
る
。
そ
の
足

下
に
は
、
貼
り
つ
く
よ
う
に
生
え
た
苔
が

木
洩
れ
日
に
照
ら
さ
れ
、
美
し
く
光
っ
て

い
る
。
少
し
ず
つ
上
へ
と
目
を
移
し
て
い

く
と
、
空
に
届
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る

く
ら
い
高
い
木
だ
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
。

⑭
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栄春院の境内栄春院の境内
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苔
の
石
段
を
登
り
、
少
し
歩
く
と
、
今

度
は
朱
塗
り
の
「
中
の
鳥
居
」
に
到
達
す

る
。
さ
ら
に
進
む
と
、
奥
の
院
に
向
か
う

参
道
と
御
手
洗
池
へ
の
道
に
分
か
れ
る
。

御
手
洗
池
か
ら
展
望
台
へ

御
手
洗
池
の
方
に
進
ん
で
い
く
と
、
地

元
の
人
が
飲
み
水
を
汲
ん
で
い
た
。
話
を

聞
い
て
み
る
と
、「
こ
こ
の
水
は
軟
ら
か

く
て
お
茶
に
す
る
と
お
い
し
い
。」
と
言

っ
て
い
た
。
こ
の
水
は
、
昭
和
60
年
に
全

国
名
水
百
選
と
し
て
選
ば
れ
て
お
り
、
聖

武
天
皇
の
皇
太
子
が
眼
病
治
療
に
使
っ
た

水
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
毎
日
絶
え
る
こ

と
な
く
湧
き
出
て
、
こ
の
あ
た
り
の
灌
漑

か
ん
が
い

用
水
と
な
っ
て
い
る
。

御
手
洗
池
を
後
に
し
、
朱
塗
り
の
お
池

橋
を
渡
っ
て
、
展
望
台
に
向
か
う
。
木
の

葉
が
舞
い
落
ち
る
赤
蔵
林
道
を
上
へ
と
進

ん
で
い
く
と
、
展
望
台
か
ら
は
、
田
鶴
浜

の
街
並
み
と
七
尾
西
湾
そ
し
て
能
登
島
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

歌
人
で
「
赤
い
靴
」
な
ど
で
有
名
な
野

口
雨う

情
じ
ょ
う

は
、
昭
和
９
年
に
こ
の
地
を
訪
れ
、

そ
の
様
子
を
「
田
鶴
浜
小
唄
」
の

と
い
う
句
に
残
し
て
い
る
。
そ
の
昔
、
雨

情
が
眺
め
た
景
色
を
時
代
を
越
え
て
共
有

で
き
る
こ
と
は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

こ
う
し
て
、
神
仏
習
合
、
そ
し
て
神
仏

分
離
の
歴
史
を
物
語
る
赤
蔵
山
は
、
悠
久

の
昔
か
ら
変
わ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
地
に

座
っ
て
い
る
。
四
季
折
々
の
自
然
に
恵
ま

れ
た
赤
蔵
山
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
植
物
を

育
み
、
ま
た
私
た
ち
の
生
活
を
潤
し
て
く

れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
ゆ
っ
く
り
と
し

た
時
間
を
刻
み
な
が
ら
、
私
た
ち
を
見
守

っ
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

三
匹
の
猿

境
内
に
あ
る
大
き
な
銀
杏
の
木
の
前
に
は

猿
の
石
像
が
置
か
れ
て
い
る
。
三
匹
の
猿

（
三
猿
）
は
そ
れ
ぞ
れ
に
両
眼
・
両
耳
・
口

を
手
で
覆
っ
た
姿
を
し
て
お
り
、
「
見
ざ
る

（
猿
）
・
聞
か
ざ
る（
猿
）
・
言
わ
ざ
る（
猿
）」

の
意
を
表
し
て
い
る
。

人
の
欠
点
や
都
合
の
悪
い
こ
と
は
見
て
も

見
な
い
ふ
り
を
し
、
聞
い
て
も
聞
か
な
い
ふ

り
を
し
、
余
計
な
こ
と
を
言
わ
な
い
よ
う
に

す
る
と
い
う
こ
と
わ
ざ
か
ら
き
て
い
る
。
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今月の
主な内容
C O N T E N T S

展望台

御手洗池

展望台からの眺め展望台からの眺め

赤倉神社

赤蔵山

三引保育園

三引町

能
越
自
動
車
道
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医療機関より出された妊娠届出書を持って来られた方に妊
娠中からお母さんと子どもの健康状況を記録する母子健康
手帳を交付します。
◎対象：医療機関から妊娠届出書を交付された方

〈健康推進課　 ５３－３６２３〉

妊娠届出時、転入時（３歳未満児）に七尾市の母子健康・
子育てのポイントなどの情報を掲載したゆったり子育てハ
ンドブックを配布します。

〈健康推進課　 ５３－３６２３〉

母子健康手帳交付と同時に無料の受診券を配布します。妊
娠中の健康管理をサポートします。
◎対象：妊婦

〈健康推進課　 ５３－３６２３〉

初産の妊婦及び家族を対象に安心して妊娠期をすごすため
のポイントを学ぶ教室を行います。
◎対象：初産の妊婦及び配偶者

〈健康推進課　 ５３－３６２３〉

育児休業の期間中に必要な生活資金を融資します。
◎対象：育児休業制度を導入している事業所に勤務され

ている方
〈総務課　 ５３－１１１１〉

妊婦さんやお母さん等が身近な保育園か幼稚園に登録する
ことにより、出産前から３歳ぐらいまでの期間、保育士等
から継続して育児相談や一時保育サービスなどを受けるこ
とができます。
◎対象：出産を控えている方や平成14年4月2日以降に

生まれた子を家庭で保育している方
〈子育て支援課　 ５３－８４１９〉

マイ保育園・マイ幼稚園

勤労者育児休業等生活資金融資

両親学級

妊婦健康診査

ゆったり子育てハンドブック

母子健康手帳

● 妊娠がわかったら ●
初めての妊娠は不安なことも多いと思います。市では安心して
妊娠期間を過ごせるように、様々なサポートをしています。

「子育てにやさしいまちななお」
～安心して出産・子育てができる地域をめざして～

核家族化の進行や地域社会での住民同士の関係の希薄化により、相談できる友人や子育て経験者が身近にいな
いことから、子育ての不安や悩みがストレスとなって深刻な問題に発展することがあります。
市では、「安心して出産できる・子育てができる地域づくり」を目指して、育児相談や保育サービス等の子育て
の不安や負担を和らげる充実した様々な支援や活動を行っています。
ここでは七尾市の子育て支援制度を紹介します。

七尾市の子育て支援は全国でもトップクラスです
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5 子育てにやさしいまち　ななお

子どもを養育している方に支給されます。
月額 第1子:5千円、第2子:5千円、第3子以降1万円
◎対象：小学3年生まで　※所得制限があります

〈子育て支援課　 ５３－８４１９〉

子どもが病気等で病院や薬局で支払った費用の合計（入院
費・通院費）から1,000円を差し引いた金額が支給されます。
◎対象：満9歳の年度末まで（通院は就学前まで）
※所得制限があります

〈子育て支援課　 ５３－８４１９〉

子どもの誕生を祝って、祝い金（七尾地域はかもめ商品券）
が支給されます。
第1子:3万円、第2子:5万円、第3子以降:7万円
◎対象：出生児の親
※住所要件があります

〈子育て支援課　 ５３－８４１９〉

保健師が家庭をうかがい、赤ちゃんの体重測定や育児相談
を行います。
◎対象：新生児・産婦等で希望される方

〈健康推進課　 ５３－３６２３〉

医療機関で行う健康診査で、母子健康手帳交付時に配布さ
れた無料の健康診査受診票で受診できます。
◎対象：産婦、生後1か月児・9～11か月児

〈健康推進課　 ５３－３６２３〉

集団での健康診査で、市内各保健センターにて、お子さん
が健やかに成長できるように小児科医師による診察・保健
師や栄養士による相談などを行います。
◎対象：3～4か月児、1歳6か月児、3歳2か月児

〈健康推進課　 ５３－３６２３〉

国民健康保険加入者が出産したときに一律30万円が支給され
ます。

〈保険課　 ５３－８４２０〉

出産育児一時金

3か月・1歳6か月・3歳児健康診査

産婦・乳児健康診査

新生児訪問

出産祝金

子ども医療費助成

児童手当

● 赤ちゃんが生まれたら ●
出産後も、様々なサービス支援を行います。

ママと赤ちゃんの相談を行っています。
○身体計測　○離乳食、少食・偏食等の相談
○発育・発達の相談
★七尾サンライフプラザ保健センター
・毎週水曜日 午後1時～3時
・お問い合わせ　 ５３－３６２３

★田鶴浜健康福祉プラザさつき苑
・第１水曜日 午前10時～11時30分
・お問い合わせ　 ６８－３２３０
★中島健康福祉センターすこやか
・毎月１回 午前10時～11時30分
・お問い合わせ　 ６６－８２８２
★能登島総合健康センター
・毎月１回 午前10時～12時
・お問い合わせ　 ８４－００６６

家庭と子どものいろいろな相談を受け付けています。虐待
の通告先にもなっています。

〈子育て支援課　 ５３－８４４５〉

身体やこころのことで悩んでいるお母さんのための相談を
実施しています。
・場所：七尾サンライフプラザ保健センター

（希望に応じて各支所センター）
・日時：月１回実施しています
・保健センター、各支所センターへご連絡下さい。

ダウン症などのお子さんに、集団で音楽療法士による音楽
療法・保健師による相談を行います。

〈健康推進課　 ５３－３６２３〉

子どもの成長発達・言葉の遅れなどの悩み・不安を抱える
保護者に対して保健師の個別相談を行います。また、必要
に応じて専門機関を紹介します。

〈健康推進課　 ５３－３６２３〉

実際の生活の場面において保育者と子どもの体・心の健康
の悩みに対して保健師・栄養士による家庭訪問を行いま
す。

〈健康推進課　 ５３－３６２３〉

家庭訪問

ゆったり子育て相談

育ち合いサポート

お母さんの相談日

家庭児童相談

すくすく相談

● 子育てに悩んだときは ●
子育てに関するあらゆる相談を受け付けています。
お気軽にご利用ください。
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● 乳幼児への子育て応援 ● 困ったときの保育サービス!!

子育てをしていて、急に親が病気になったり、夜間や休日に近くに子どもを見てくれる人が居なくて困った
ことはありませんか？七尾市にはそういった時に子どもを預かる様々なサービスがあります。夜間でも休
日・祝日でも、事情に応じて預けられます。

日曜・祝日に仕事で子どもの
保育ができない！

子どもが病気になったけど、
仕事が休めない！

仕事などのため夜間や休日に
子どもの保育ができない！

親が病気や冠婚葬祭などで子
どもの面倒がみられない！

友達とリフレッシュ
がしたい！

自宅で
保育して
ほしい！

子どもを
泊めて
ほしい！

一時預かり
家庭で保育している方でも親が病気・冠婚葬祭の時や習い事
のある時など、必要な時間だけ一時的に子どもを預かります。
○利用料金（保育園）
半日：　900円　※幼稚園でも一時預かりを
１日：1,800円　 実施している園があります。

○申込先
各園に直接お申込みください

○その他
マイ保育園・マイ幼稚園登録事業を利用すると
半日の利用が３回まで無料で受けられます。

ショートステイ(短期宿泊）
子育て中の親が病気になったときなど、短期間の宿泊を含めて預かります。
○実施場所
０～小学校低学年：ななお乳児園　 (0767)52-1411

：あすなろ学園　 (0768)52-3150
○利用料金
２歳未満児　5,350円/日　※生活保護世帯、市民税非課税世帯
２歳以上児　2,750円/日　 には、軽減措置があります。

母親　　　　　750円/日

保育ママ
○実施場所　保育ママの自宅または子どもの自宅
○内容
・病気回復期にある子どもの一時預かり
・産後ママの身の回りの世話や新生児の世話
・親が病気の時や冠婚葬祭のとき、または残業時
などの一時預かり　
○利用料金（子ども一人につき）
４時間まで1,000円
４時間を超えた場合２時間ごとに500円加算　

※生活保護世帯、市民税非課税世帯には、軽減措置があります。

トワイライトステイ（夜間預かり)
休日預かり
子育て中の親の仕事などが夜間や子どもの休日におよ
ぶ場合に子どもを預かります。
○実施場所
０歳～小学校低学年：ななお乳児園
（0767）52-1411

○利用料金
・トワイライトステイ　・休日預かり
18時～22時 750円　　　 8時～18時 1,350円
18時～翌8時 1,500円

※生活保護世帯、市民税非課税世帯には、軽減措置があります。

病児保育
病気及び病気回復期の子どもを預かります。
○実施場所
病児保育室　あんず（恵寿総合病院内）
（0767）52-3211

○利用料金
Ａコース ８時～17時　2,000円　※生活保護世帯、市民税非課税世帯に
Ｂコース ８時～18時　2,200円　 は、軽減措置があります。

Ｃコース ８時～13時　1,500円　(土曜日のみ）
○休園日　日曜、祝祭日、お盆、年末年始

休日保育
日曜・祝日に保育が困難な場合に預かります。
○実施場所
小丸山保育園　　　 (0767)53-3700
七尾みなと保育園　 (0767)53-3750
浜岡保育園　　　　 (0767)62-3233

○利用料金
料金は各園によって異なりますので各
園にお問い合わせください

こ
ん
な
と
き
に
預
か
っ
て
く
れ
る
よ
！

お問い合わせ　七尾市健康福祉部子育て支援課　 ５３－８４１９
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7 子育てにやさしいまち　ななお

離婚等により父親と一緒に生活していない子どもを育てて
いる人に手当を支給します。
◎対象：母子家庭の母、父母のいない家庭の養育者

ひとり親家庭の母、又は父および子どもが、1ヶ月に病院
や薬局で支払った合計から1,000円を差し引いた金額を支
給します。
◎対象：母子家庭の母と子ども、父子家庭の父と子ども、

父母のいない家庭の子ども

ひとり親家庭の子ども（1～3年生）が、放課後児童クラ
ブを利用したときに月3,000円助成します。
◎対象：児童扶養手当をもらっている方、又はひとり親

家庭等医療費の助成を受けている保護者

母子家庭・父子家庭・お父さんお母さんがいない家庭の子
どもが中学校を卒業して進学や就職するときに必要な費用
の一部として7,000円を支給します。
◎対象：児童扶養手当をもらっている方、又はひとり親

家庭等医療費の助成を受けている保護者

母子家庭のお母さんがヘルパー2級等の資格を取ったとき
に、受講料の40％を支給します。
◎対象：児童扶養手当をもらっている方、又はひとり親

家庭等医療費の助成をうけている保護者
※受講内容によっては対象にならない場合がありますの
で、受講する前の月までに問い合わせてください。

母子・父子家庭の様々な相談に
応じます。

母子・父子家庭相談

自立支援教育訓練給付金

母子家庭等児童進学等支度金

ひとり親家庭放課後児童支援

ひとり親家庭等医療費助成

児童扶養手当

● ひとり親家庭への子育て支援 ●
ひとりで仕事、育児、家事とこなすことは大変なことだと思います。身近に
相談する方がいない場合など相談員がおりますのでお気軽にご相談下さい

授業の終了後、春休み、夏休み、冬休み期間中に、保護者
の仕事などで家で子どもの世話ができない場合に、保護者
の代わりに子どもの世話をします。
◎対象：小学校1年生～3年生等　

子どもたちが元気で心豊かに育つように、乳幼児親子や
小・中・高校生の遊び場、交流の場を提供し、野外活動や
いろいろな行事を行います。
◎対象：18歳までの子ども、乳幼児親子
★サンライフ児童センター　 ５３－５４８６
★北大呑児童館　　　　　　 ５９－１２５０
★御祓児童館　　　　　　　 ５３－１３９７
★田鶴浜児童館　　　　　　 ６８－３６１０

情報交換や学習会等の活動を企画・運営していく中で、仲
間同士の支え合いのネットワークを支援します。

育児での悩みや疑問について相談に応じたり、子育てサー
クルの育成・支援、子育てのお手伝いとして、いろいろな
支援をします。
★袖ヶ江子育て支援センター
（袖ヶ江保育園内） ５２－１４７６
★ゆうかり子育てセンター
（和倉保育園内） ６２－３３６０
★ななおあいじ子育て支援センター
（ななおあいじ保育園内） ５２－３５０８
★チャイルドケアハウス
（小丸山保育園併設） ５２－３３１０
★田鶴浜子育て支援センター
（田鶴浜保育園内） ６８－６３６６
★中島子育て支援センター
（熊木保育園内） ６６－０６０８
★のとじま子育て支援センター
（のとじま保育園内） ８４－０１２３

地域ぐるみでボランティア活動をする組織をつくり、児童
館などを拠点に地域活動を推進します。

みらい子育てネット活動支援

地域での子育て支援センター

子育てサークルの育成

児　童　館

放課後児童クラブ

● 地域で支える子育て支援 ●
市では、安心して子育てができるような
地域づくりを進めています。

お問い合わせ
子育て支援課　 ５３－８４１９

お問い合わせ
子育て支援課　 ５３－８４４５

七尾広報12月号pdf用  05.11.29 3:04 PM  ページ 7



8

平
成
16
年
10
月
の
市
町
合
併
か
ら
１
年
が
た
ち
ま
し
た
。

「
ひ
と
が
輝
く
交
流
体
感
都
市
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
住
み
や
す
い
ま
ち
に
な
る
よ
う
に
都
市
基
盤

の
整
備
や
福
祉
、
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
方
財
政
を
と
り
ま
く
状
況
は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
の
た
め
減
り
つ
づ
け
る
税
な
ど
の
自
主
財
源
や
、
国
の

「
三
位
一
体
の
改
革
」
な
ど
で
、
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
り
ま
す
。

七
尾
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て
も
、
広
報
３
月
号
や
「
な
な
お
し
の
家
計
」
で
ご
案
内
し
た
と
お
り
、
こ
れ
ら
の
影

響
を
大
き
く
受
け
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
に
元
気
を
取
り
戻
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
ま
ち
が
発
展
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
財
政
運
営
を
し
て
い
く
た
め
に
、

平
成
17
年
８
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
（
案
）」
を
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
実

行
し
、
財
政
の
立
て
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
16
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し

財政課
53－8455

歳入総額 
３７７億 

６,５２９万４千円 

市税 
９１億３９２万３千円 
(△３．７％)

) 地方交付税 
１００億３,３５７万２千円 
(＋０．６％)

国庫支出金４１億１,４５５万６千円(＋３１．２％) 

県支出金２２億１,５５２万８千円(△１１．２％) 

繰入金１６億５,０６１万２千円(＋６．８％) 

諸収入１０億１,８７６万４千円(＋１１．４％)

市債 
５６億４,２２０万円 

(△１０．３％)

その他 
３９億８,６１３万９千円 

(＋０．１％)

通　会　計 

１．入湯税
目的：温泉地であるために必要となる経費に充てるため

・ごみ処理など 3,639万1千円

・消防関係 498万4千円

・観光の振興（ソフト事業） 1,237万8千円

・観光施設の整備 9,609万7千円

計 1億4,985万円

２　都市計画税
目的：事業費が大きくなる都市計画事業を行うため

・都市計画街路 3億6,061万5千円

・下水道など 1億7,847万5千円

・公園 914万4千円

・土地区画整理 6,526万8千円

計 6億1,350万2千円

平成16年度の目的税のつかいみち

※今回の決算のあらましは、市町合併が平成16年度途中に行われ

たため、普通会計の決算額を使用しています。（普通会計とは

全国的な財政の統計を行うためのもので、実際の決算とは少し

異なります。七尾市では、一般会計と公共用地先行取得事業、

ケーブルテレビ事業、墓地公園事業の３つの特別会計をあわせ

たものです。）

平
成
16
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し

※（ ）前年比
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歳出総額 
３７５億 

４,４７３万９千円 

議会費 
４億３,４７５万９千円(＋０．６％) 
・議員報酬 
・市議会の運営 

総務費 
５２億７,３６８万８千円(△１３．３％) 
・三役の給与 
・職員給（退職手当含む） 
・庁舎の管理運営 
・基幹系電算システム開発 
　ほか 

民生費 
７０億４８６万６千円(＋３．０％) 
・公私立保育園の運営 
・障害者福祉サービス 
・高齢者福祉サービス 
・介護保険会計繰出金 
　ほか 

衛生費 
３２億４,２４５万９千円(＋８．０％) 
・七尾鹿島広域圏事務組合 
　分担金（ごみ・し尿処理など） 
・病院事業会計繰出金 
・八田・中挟コミプラの整備 
　ほか 

商工費 
９億１,０１６万４千円 
(＋２４．２％) 
・なかじま猿田彦温泉の整備 
・中心市街地活性化対策 
・和倉温泉活性化対策 
・観光施設の管理運営 
　ほか 

土木費 
７６億６,５０３万８千円 
(＋４３．４％) 
・市街地再開発事業 
・下水道事業会計繰出金 
・万行地区土地区画整理 
・馬場公営住宅建設 
・要貝住宅取得 
　ほか 

消防費 
１２億３,６２５万２千円 
(＋６．６％) 
・七尾鹿島広域圏事務組合 
　分担金（消防関係） 
・防災行政無線の管理 
　ほか 

教育費 
３５億９,６１７万３千円 
(△１９．３％) 
・小中学校の管理運営 
・公民館の管理運営 
・新市誕生記念能登演劇堂ロングラン公演 
・国際ジョイアスロン大会 
　ほか 

災害復旧費 
７，８０７万円 
(△５６．５％) 
・農業施設の復旧 
・市道、河川の復旧 
・漁港の復旧 

公債費 
５３億４,５５９万９千円 
(＋０．５％) 
・元金　４３億１,０１５万５千円 
・利子　１０億３,４２１万３千円 
　※平成１６年度末普通会計市債残高 
　　５２５億７,１２４万４千円 

労働費 
６,２７４万８千円(△２４．８％) 
・労働者への制度融資 
・各種雇用対策 
・ワークパルの管理運営 
　ほか 

農林水産業費 
２６億９,４９２万３千円(△１８．３％) 
・庵漁港の整備 
・農業生産基盤の整備 
・能登島地区農業情報基盤整備 
・下水道事業会計繰出金 
　ほか 

５６億４,２２
(△１

３９

〔　　　　　　　　　　　 〕 

普　通　会　計

経常収支比率…市の生活費の状況を収入との割合から計る１つの目安です。

平成16年度　104.1％（平成15年度　95.6％）

起債制限比率…市のローンの支払状況を計る１つの目安です。

平成16年度　11.8％（平成15年度　11.7％）

※前年の数値は旧市町の額をあわせて算出した数値としています。
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「
の
と
・
七
尾
人
間
塾
」

先
月
、
企
業
等
に
働
く
20
名
の
「
の
と
・
七
尾
人
間
塾
」
塾
生
が
各
々
の
職
場
の

課
題
を
考
え
、
将
来
に
向
け
て
、
何
を
す
べ
き
か
等
を
発
表
し
た
。

こ
の
塾
は
、「
七
尾
市
経
済
再
生
戦
略
会
議
」
活
動
の
ひ
と
つ
で
、
人
間
力
と
技

術
力
で
七
尾
を
元
気
に
し
よ
う
、「
産
・
学
・
民
・
官
」
の
連
携
に
よ
っ
て
、
地
域

の
未
来
を
創
り
出
す
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
よ
う
！
と
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
塾
の
研
修
は
、「
四
角
面
思
考
法
」
と
い
っ
て
、「
現
状
の
姿
（
事
実
把
握
）」

か
ら
、「
あ
り
た
い
姿
（
夢
や
理
想
）」
を
描
き
、
次
に
「
な
り
た
い
姿
（
目
標
戦
略
）」

を
明
示
し
、
そ
の
た
め
の
「
実
践
す
る
姿
」
を
描
き
、
そ
の
成
功
の
た
め
に
自
ら
実

践
し
、
未
来
を
創
り
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
過
程
を
通
し

て
、塾
生
の
思
考
力
や
想
像
力
を
引
き
出
し
、

伸
ば
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
（
北
陸
先
端

科
学
技
術
院
大
学
近
藤
修
司
教
授
指
導
）

農
業
や
水
産
業
・
商
業
・
観
光
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
等
市
内
各
分
野
か
ら
参
加
し
た
塾
生

は
、
各
々
が
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
、
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
を
目
指
し
て
目
標
を
立
て
、戦
略
を
考
え
、

具
体
的
に
実
践
す
る
姿
を
発
表
し
た
。
こ
の

中
で
、
他
の
業
界
や
企
業
の
課
題
、
弱
点
や

強
み
等
の
情
報
を
交
換
す
る
こ
と
で
、異
業
種
と
の
交
流
や
連
携
の
可
能
性
を
探
り
、

お
互
い
に
他
企
業
の
手
法
や
取
り
組
み
を
参
考
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
人
間
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
つ
く
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

近
年
は
、
大
企
業
や
都
市
部
へ
、
金
も
モ
ノ
も
人
も
吸
い
上
げ
ら
れ
、
ま
す
ま
す

地
方
の
体
力
・
競
争
力
が
弱
く
な
る
状
況
で
す
。
地
域
内
の
産
業
と
企
業
と
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
連
携
を
強
め
、
地
域
内
に
金
も
モ
ノ
も
人
も
、
も
っ
と
も
っ
と
還
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
塾
生
等
の
人
間
力
と
技
術
力
が
高
ま
り
、
幅
広
い

人
脈
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
更
に
広
が
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

の
と
・
七
尾
人
間
塾
が
七
尾
の
未
来
を
創
り
出
す
人
材
を
育
て
、
七
尾
の
活
性
化

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
未
来
は
予
測
す
る
も
の
で
は
な
い
、
未
来
は
自
分
の
魂
で
創
り
出
す
も
の
で
あ
る
」

（
近
藤
修
司
「
成
功
の
宣
言
―
３
５
０
」）

市長へのメール「前略市長さん」（http://www.city.nanao.lg.jp/shicho/index.html）では、市民のみなさんからのご提言、ご質問などをお待ちしています。

○●○●○●○●○●○●○●○●○ ○●○●○●○●○●○●○●○●○

七尾市長　
武元文平

12
月
下
旬
・
１
月
上
旬
の
開
催
は
あ
り
ま
せ
ん

※
お
問
い
合
わ
せ
は
　
男
女
参
画
ま
ち
づ
く
り
課
　

53
―
１
１
１
２

制
度
の
内
容
（
主
要
な
も
の
）

○
対
象
の
方
は
七
尾
市
民
の
方
の
み
と
な

り
ま
す
。（
た
だ
し
、
市
外
在
住
の
学

生
は
含
み
ま
す
。）

○
小
人
は
大
人
の
１
／
２
と
な
り
ま
す
。

○
申
請
の
際
、
登
録
旅
行
業
者
が
発
行
す

る
搭
乗
者
確
認
書
を
お
持
ち
で
な
い
場

合
は
、
住
所
を
確
認
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
な
ど
）
を
ご
持
参
下
さ
い
。

な
お
、
印
鑑
も
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

○
半
券
有
効
期
間
と
し
て
、
地
域
商
品
券

は
６
ヶ
月
以
内
、
航
空
券
予
約
引
換
券

は
12
ヶ
月
以
内
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
い
お
問
合
せ
は

本
庁
　
観
光
課
　

53
―
８
４
２
４

航空券半券申請場所商品券または航空券

見本

見本

見本

大人片道券
２枚以上

大人片道券
８  枚

地域商品券
4,000円分

航空券予約
引換券1枚分

大人片道券
２枚以上

大人片道券
８  枚

地域商品券
4,000円分

航空券予約
引換券1枚分

複数名義
も

OKです！

下
記
の
窓
口
で

　
　
　
　
　
　
申
請
で
き
ま
す

七尾市役所男女参画まちづくり課
田鶴浜支所　総務課
中　島　支　所　総務課
能登島支所　総務課

スカイのッぴーくん
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11

国
、
県
、
市
な
ど
の
行
政
機
関
に
対
す
る
意
見
や
要
望
な
ど

○
行
政
困
り
ご
と
相
談

12
月
12
日
・
19
日
・
26
日
（
月
）

10：

00
〜
12：
00
、
13：

00
〜
15：

00

会
場：

本
庁
　
市
民
相
談
室

12
月
19
日
（
月
）

13：

00
〜
15：

00

会
場：

さ
つ
き
苑
、
中
島
支
所
、
お
に
ゆ
り
の
里

日
常
生
活
の
困
り
ご
と
、
人
権
相
談

○
市
民
く
ら
し
の
相
談

毎
月
第
１
〜
第
４
水
曜
日

10：

00
〜
12：

00
、
13：

00
〜
15：

00

会
場：

本
庁
市
民
相
談
室

12
月
14
日
（
水
）

13：

00
〜
15：

00

会
場：

さ
つ
き
苑
、
中
島
支
所
、
お
に
ゆ
り
の
里

交
通
事
故
に
関
す
る
賠
償
、
示
談
な
ど

○
交
通
事
故
相
談

12
月
15
日
、
1
月
5
日
（
木
）

10：

00
〜
12：

00
、
13：

00
〜
15：

00

会
場：

本
庁
　
市
民
相
談
室

借
家
、
借
地
、
金
銭
貸
借
、
相
続
、
離
婚
な
ど
の
法
律
問
題

○
法
律
相
談

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
申
込
者
が
５
名
以
上

の
場
合
は
１
週
間
前
に
抽
選
と
な
り
ま
す
。

12
月
16
日
（
金
）

13：

00
〜
15：

00

会
場：

本
庁
　
市
民
相
談
室

相
続
･
登
記
･
財
産
管
理
な
ど
の
困
り
ご
と

○
登
記
相
談

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

12
月
22
日
（
木
）

13：

00
〜
15：

00

会
場：

本
庁
　
市
民
相
談
室

悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
ト
ラ
ブ
ル

○
消
費
生
活
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日
　
９：

00
〜
17：

00

会
場：

本
庁
　
市
民
相
談
室

女
性
の
悩
み
全
般

○
女
性
な
ん
で
も
相
談

毎
週
火
･
金
･
土
曜
日
　
13：

00
〜
17：

00

会
場：

パ
ト
リ
ア
５
階
フ
ォ
ー
ラ
ム
七
尾

電
話
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　

52
―
７
８
３

ナ

ヤ

ミ

０ナ
シ

男
女
参
画
ま
ち
づ
く
り
課

53
―
１
１
１
２

今
月
の
市
民
相
談

結
婚
に
関
す
る
相
談

○
結
婚
相
談

12
月
13
日
・
27
日
（
火
）

13：

00
〜
15：

00

会
場：

本
庁
　
市
民
相
談
室

養
育
、
家
庭
生
活
、
Ｄ
Ｖ
な
ど

○
児
童
・
ひ
と
り
親
・
婦
人
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日
　
９：

00
〜
17：

00

会
場：

本
庁
　
子
育
て
支
援
課

各
支
所
　
民
生
課

お
問
い
合
わ
せ
は

本
庁
　
子
育
て
支
援
課
　

53
―
８
４
１
９

12月11日

(日)

12月18日

(日)

12月23日

(金)

12月25日

(日)

12月29日

(木)

12月30日

(金)

12月31日

(土)

休日歯科当番医
９：００～１７：００

濱岸歯科医院

湊町

　　�５２－５１１５

戸代原歯科医院

塗師町

　　�５３－１０７５

今井歯科医院

小丸山台

　　�５２－２６８４

木元歯科クリニック

北藤橋町

　　�５３－５１５１

石橋歯科医院

馬出町

　　�５２－０８７５

休日在宅当番医
９：００～１２：００

清水眼科医院
米町　　　　　�５２－６３８３
高沢内科医院
中島町浜田　　�６６－０００７
八野田整形外科医院
藤橋町　　　　�５４－０８１１
田鶴浜診療所
田鶴浜町　　　�６８－３７１５
麻酔科中村医院
神明町　　　　�５３－８６８８
辻口医院
中島町浜田　　�６６－０１１８
岡部内科クリニック
本府中町　　　�５２－３００７
豊川診療所
中島町豊田町　�６６－０２０３
みばやし眼科医院
国分町　　　　�５４－０３８４
村田医院
中島町上町　　�６６－００１７
浜野クリニック
小島町　　　　�５２－３２６１
さはら能登島クリニック
能登島半浦町　�８５－２８５５
三林内科胃腸科医院
府中町　　　　�５４－０３５０
辻口医院
中島町浜田　　�６６－０１１８

★小児休日当番医★
９：００～１２：００

せいしゅこどもクリニック

小丸山台

　　�５３－０８４８

公立能登総合病院

藤橋町

　　�５２－６６１１

国立七尾病院

松百町

　　�５３－１８９０

恵寿総合病院

富岡町

　　�５２－３２１１

公立能登総合病院

藤橋町

　　�５２－６６１１

やまざきクリニック

つつじが浜

　　�５３－４９７６

桜井小児科医院

亀山町

　　�５３－３３５５

12月10日
(土)

12月11日
(日)

12月17日
(土)

12月18日
(日)

12月23日
(金)

12月24日
(土)

12月25日
(日)

休日夜間当番薬局
２０：００～翌８：００
中山薬局
生駒町　�５２－３１０７
ながえ薬局
川原町　�５３－５２０３
中島薬局
中能登町能登部下�７２－２２２０
あさひ薬局
千野町　�５７－８１５５
瀬川薬局
鍛冶町　�５３－０８１０
ウラベ薬局
鍛冶町　�５３－３６７０
ローゼ薬局
石崎町　�６２－４２０２

11月11日現在の予定です。それ以降、

諸事情により当番医、当番薬局が変

更する場合があります。事前にご確

認のうえ、受診してください。

☆小児夜間診療（救急患者）のお知らせ 

　毎週土曜日　午後６時から10時まで受付 

　公立能登総合病院小児科Ｄブロック（2階） 

　�５２－８７０５　協力　七尾医師会等 

七尾広報12月号pdf用  05.11.29 3:06 PM  ページ 11



◆会　　期／12月25日（日）まで！
　　　　　　【休館12月26日（月）～1月1日（日）】　
◆開館時間／９：００～１６：３０（入館は１６：００まで）
◆入　館　料／高校生以上８００円（団体２０名以上７００円）

◆会　　期／12月25日（日）まで！
　　　　　　【休館12月26日（月）～1月1日（日）】　
◆開館時間／９：００～１６：３０（入館は１６：００まで）
◆入　館　料／高校生以上８００円（団体２０名以上７００円）

TEL 84－1175
FAX 84－1129

当館の４つのコレクションから、“かたち”を
テーマに作品の魅力をご紹介します。

わくわくワークショップ

ビーズで作ろう！
クリスマスの小物たち

■日　時　12月17日（土）・18日（日）
　　　　　午前の部（10:00～11:30）
　　　　　午後の部（13:00～15:30）
■参加費
　1個200円から

1. ヴェネチアの現代ガラス
　＜ピカソ、シャガール、
　　　　　　　　コクトー 巨匠たちのガラス＞

2. 現代ガラス
　＜素材と表現＞　＜器のかたち＞　
　＜光のかたち＞

3. 中国清朝のガラス
　＜清朝のガラス　吉祥のうつわ＞

4. サルヴァドール・ダリ＆ドーム社のガラス
　＜ダリのガラス　柔らかな光にみる世界＞

　クリスマスをテーマに、スワロフス
キー製ビーズでツリーのストラップを
作ったり、色鮮やかなガラスビーズで
雪だるまやリースなどのアクセサリー
や飾りを作ります。

(高校生以上の方は、
入館料が必要です)

☆どなたでも参加で
きます。

※幼児は保護者同伴
で、年配の方は眼
鏡持参でお願いし
ます。

「小さな婚約者たち」
マルク・シャガール、
エジディオ・コスタンチーニ
1954年

「SPHERE」
中尾祐子　1996年

※ツリーはメニューではありません

ビーズ・ツリー
制作：今井一美
（18日講師）

12

■お問い合わせは　TEL53－1500　FAX53－6262
　　　　　　　　　URL　http://www.city.nanao.lg.jp/nanabi/

会　　期　12月25日�まで開催！！
　　　　　　　【休館日：毎週月曜日】

開館時間　９：００～１７：００（入館は１６：３０まで）

観　覧　料　一般３５０円(２８０円)大高生２８０円(２００円)
　　　　 　※中学生以下無料（　）は２０名以上の団体料金

「炭焼夕山
すみやきゆうさん

図
ず

」
川合玉堂作
昭和24年（1949）

まもなく日が暮れようとす
る晩秋の山の中、炭を焼く一
筋の煙が静かに上がり、側で
は作業する小さな人影が一
つ。どこかとても懐かしさを
感じさせる作品です。 年末年始の休館：

12月26日（月）～１月５日（木）

「志野
し の

草
そう

花
か

文
もん

足付香合
あしつきこうごう

」
桃山時代（16～17世紀）

志野焼は、今から約400年前の安土桃山時代に美濃国
（岐阜県美濃地方）で制作された焼き物です。高さ５㎝ほ
どの小さな作品で、鈴のような丸い形に愛らしさを感じます。

「木
もく

彫
ちょう

土
はじ

部
べ

」 山崎
やまざき

朝
ちょう

雲
うん

作　昭和27年
（1952）

土部とは土器などを制作した古代の職人で
す。その土部が器の制作中に、肩をかくのに手
に泥がついて使えないため、あごでかいている
様子をとてもユーモラスに表現しています。

大誘拐 RAINBOWKIDS
（1991年）

毎日が夏休み
（1994年）
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◆平成18年3月

3日（金）18:30
4日（土）13:30
5日（日）13:30
前売券6,500円
（高校生以下4,500円）

七尾・和倉温泉・金沢駅

より観劇バス運行

◆平成18年3月

3日（金）18:30
4日（土）13:30
5日（日）13:30
前売券6,500円
（高校生以下4,500円）

七尾・和倉温泉・金沢駅

より観劇バス運行

三越劇場（東京）と能登演劇堂のみ上演、
いま最も話題の舞台!!

瀬下尚人(THE　CONVOY)と、野沢聡・勝野洋輔の
Ｗキャスト、沢田亜矢子、そして横内正ら
がお贈りするニール・サイモンの名作!!

お得な「友の会」会員募集中！

1. ヴェネ
　＜ピカソ、
　　　　　　

2. 現代ガ
　＜素材と表
　＜光のかた

3. 中国清
　＜清朝のガ

4. サルヴァ
　＜ダリのガ

「小さな婚約
マルク・シャガ
エジディオ・コ
1954年

13

●チケットのお求め、お問い合わせは

　�演劇の町振興事業団
　�66-2323　�66-2326

[監][脚]ホ・ジノ　[撮]イ・モゲ　[音]チョ・ソンウ
[出]ペ・ヨンジュン／ソン・イェジン／

イム・サンヒョ／リュ・スンス

[制作データ] 2005韓／UIP [上映時間] 107分

韓流ブームの立役者、ぺ・ヨンジュンの最新主演作。悲劇
的な出来事のさなかに巡り合った男女のせつない愛の行方
が、雪が舞う海辺の町を舞台につづられる。

◎お問い合わせは

自主上映映画情報

①14：00～
②19：00～

12/10   11土
日

日
日

①10：00～
②14：00～

大誘拐 RAINBOWKIDS
（1991年）

毎日が夏休み
（1994年）

妻の交通事故の知らせを受け、病院を訪れたイン
ス（ぺ・ヨンジュン）。そこで彼は同じように夫が
事故に遭った女性ソヨン（ソン・イェジン）と出会
う。やがてお互いの配偶者が同じ車に乗っていたこ
とが判明し、２人の苦悩は深まっていく。

☆特典として入場料が無料になるポイントカードや楽しい企画も実施しています。

S T O R Y
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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
住
宅

桜
林
住
宅
（
中
島
町
中
島
地
内
）

３
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

募
集
期
間

12
月
５
日
（
月
）
〜
12
月
16
日
（
金
）

８：

30
〜
17：

15

※
土
・
日
・
祝
祭
日
は
除
く

入
居
日

12
月
下
旬
を
予
定

募
集
条
件

①
同
居
親
族
若
し
く
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が

い
る
方
。
ま
た
、
単
身
者
は
、
50
歳
以
上
で
あ
る

こ
と
。

②
入
居
所
帯
の
収
入
合
算
が
法
令
で
定
め
ら
れ
た
基

準
以
内
で
あ
る
こ
と
。

③
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
こ
と
。

家
　
　
賃

約
１
万
円
〜
１
万
６
千
円

申
込
有
効
期
間

翌
年
３
月
31
日
ま
で

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係
　

53
―
８
４
２
９
　
　

中
島
支
所
産
業
建
設
課
　
　

66
―
２
３
４
０

平
成
17
年
度
自
衛
隊
生
徒
募
集

〜
中
学
生
男
子
コ
ー
ス
〜

一
般
の
高
等
学
校
と
同
じ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
教
育

を
受
け
な
が
ら
、
専
門
技
術
者
を
養
成
す
る
コ
ー
ス

（
３
年
間
で
高
等
学
校
卒
業
資
格
を
取
得
）

受
付
期
間

11
月
１
日
（
火
）
〜

平
成
18
年
１
月
10
日
（
火
）

採
用
予
定
者
数

陸
上
・
海
上
・
航
空
（
約
360
名
）

応
募
資
格

中
学
校
を
卒
業
（
見
込
含
む
）
し
た
17

歳
未
満
の
男
子

試
験
日

平
成
18
年
１
月
14
日
（
土
）

試
験
会
場

自
衛
隊
石
川
地
方
連
絡
部
七
尾
出
張
所

※
お
問
い
合
わ
せ
は

自
衛
隊
石
川
地
方
連
絡
部
七
尾
出
張
所

53
―
１
６
９
１

な
ぎ
な
た
教
室
生
徒
募
集

日
　
　
時

毎
週
木
曜
日

午
前
の
部
　
10：

00
〜
11：
00

午
後
の
部
　
20：

00
〜
21：

00

場
　
　
所

七
尾
市
武
道
館

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

七
尾
市
な
ぎ
な
た
協
会
　

52
―
５
５
７
６

「
市
有
地
を
売
却
し
ま
す
！
」

市
有
地
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

公
売
物
件

①
小
島
町
地
内
　

宅
地
　
３
区
画
（
第
１
種
低
層
住
居
専
用
地
域
）

②
津
向
町
地
内

宅
地
　
１
区
画
（
工
業
専
用
地
域
）

③
中
島
町
浜
田
地
内

宅
地
　
３
区
画
（
集
落
市
街
地
区
域
）

申
込
説
明
会

日
　
時
　
12
月
19
日
（
月
）
９：

00
〜

会
　
場
　
七
尾
市
役
所
本
庁
２
階
２
０
１
会
議
室

☆
現
地
説
明
会
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
を
参
考
に
各
自
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
時

12
月
22
日
（
木
）
15：

00

入
　
　
札

日
　
時
　
12
月
26
日
（
月
）
９：

30
〜

会
　
場
　
七
尾
市
役
所
本
庁
３
階
３
０
２
会
議
室

☆
入
札
日
当
日
は
、
見
積
金
額
の
100
分
の
５
以
上
の

額
の
入
札
保
証
金
が
必
要
で
す
。

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

平成17年10月31日現在

市の人口
先月比較

世　帯 21,725世帯 （ 11）

人　口 62,762人 （△77）

男 29,752人 （△53）

女 33,010人 （△24）

転　入　069人 転　出　112人

出　生　032人 死　亡　068人

その他　　2人

--------------------------------------

納税のお知らせ
固 定 資 産 税　　３　期

☆納期限は12月26日（月）です。

国民健康保険税　　６　期

☆納期限は12月28日（水）です。

--------------------------------------

愛の献血
12月13日（火）

七尾市役所田鶴浜支所

10：00～12：00

県立七尾産業技術専門校

13：30～15：30

12月15日（木）

北陸電力七尾支社

10：00～12：00

14

く
　
ら
　
し

く
　
ら
　
し
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そ
の
他

今
回
入
札
後
の
残
存
物
件
は
、
随
意
契
約
（
最
低

価
格
有
り
）
と
し
、
申
込
み
先
着
順
で
売
却
し
ま
す
。

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
部
総
務
課
管
財
係
　

53
―
１
１
１
１

七
尾
市
環
境
基
本
条
例
を
策
定
し
て
い
ま
す

〜
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
〜

「
（
仮
称
）
七
尾
市
環
境
基
本
条
例
」
は
、
快
適

な
環
境
を
維
持
し
、
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め

の
基
本
的
な
考
え
方
（
基
本
理
念
・
方
針
）
や
、
市

民
・
事
業
者
・
市
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
い
、
行

動
し
、
協
力
し
て
い
く
か
を
明
ら
か
に
す
る
条
例
で
す
。

市
で
は
、「（
仮
称
）
七
尾
市
環
境
基
本
条
例
」
原

案
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
原
案
に
対
す
る
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

条
例
原
案
を
閲
覧
で
き
る
場
所

・
市
役
所
１
階
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
及
び
環
境
課

・
各
支
所
　
総
務
課

☆
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

募
集
期
間

12
月
20
日
（
火
）
〜
１
月
10
日
（
火
）

●
意
見
の
提
出
方
法

住
所
、
氏
名
、
意
見
を
記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
環
境
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）。

●
そ
の
他

提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
内
容
を
検
討
し
、
条
例
案

の
策
定
に
あ
た
っ
て
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
提
出
さ
れ
た
意
見
に
対
し
て
は
、
回
答

は
行
な
い
ま
せ
ん
の
で
、
御
了
承
下
さ
い
。

※
提
出
及
び
お
問
い
合
わ
せ
は

環
境
課

53
―
８
４
２
１
＆

53
―
１
０
５
２

Ｅ
メ
ー
ル
　k

a
n
k
y
o
u
@
city
.n
a
n
a
o
.lg
.jp

年
末
窓
口
業
務
の
お
知
ら
せ

七
尾
市
役
所
本
庁
で
は
、
次
の
と
お
り
年
末
窓
口

業
務
を
行
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時

12
月
29
日
（
木
）
・
30
日
（
金
）

８：

30
〜
12：

30

☆
１
月
１
日
〜
３
日
ま
で
は
お
休
み
で
す
。

開
設
窓
口
お
よ
び
業
務
　
※
各
支
所
で
は
行
い
ま
せ
ん
。

市
民
課

各
種
証
明
書
発
行

53
―
８
４
１
７

税
務
課

税
証
明
書
発
行

53
―
８
４
１
４

納
税
課

税
金
収
納
事
務

53
―
８
４
１
３

保
険
課

国
保
・
老
人
保
健
医
療
費
申
請
受
付

53
―
８
４
２
０

福
祉
課

障
害
者
手
帳
・
医
療
費
申
請
受
付

53
―
８
４
１
８

子
育
て
支
援
課

児
童
手
当
・
医
療
費
申
請
受
付

53
―
８
４
１
９

高
齢
者
支
援
課

介
護
保
険
料
収
納
事
務

53
―
８
４
５
１

料
金
業
務
課

開
・
閉
栓
届
、
上
下
水
道
料
収
納
事
務

53
―
８
４
３
１

確
定
申
告
　
自
分
で
書
い
て
　
お
早
め
に
！

金
沢
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
『
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（h
ttp
：
//w
w
w
.k
a
n
a
za
w
a
.n
ta
.g
o
.jp

）

所
得
税
及
び
消
費
税
の
確
定
申
告
書
、
青
色
申
告

決
算
書
及
び
収
支
内
訳
書
、
医
療
費
控
除
明
細
書
が

作
成
で
き
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

七
尾
税
務
署
　

52
―
３
３
８
１

平
成
18
年
度

償
却
資
産
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
で
あ
る
償
却
資
産
（
事

業
用
の
機
械
、
構
築
物
、
備
品
、
工
具
な
ど
）
を
七

尾
市
内
に
所
有
し
て
い
る
法
人
ま
た
は
、
個
人
の
方

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
申
告
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。該
当
す
る
方
は
、

期
限
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
発
送
予
定

12
月
中
旬

申
告
期
間

申
告
書
到
着
日
か
ら
１
月
23
日
（
月
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
部
税
務
課
償
却
資
産
係
　

53
―
８
４
１
５

交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
！

県
内
で
は
、
昨
年
と
比
べ
て
交
通
死
亡
事
故
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年
末
年
始
に
か
け
て
、

気
が
ゆ
る
み
が
ち
に
な
り
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
交
通
事
故
の
特
徴
】

・
暗
い
時
間
帯
（
16
時
〜
20
時
）
に
発
生

・
道
路
横
断
中
に
発
生

・
交
差
点
及
び
そ
の
付
近
で
発
生

・
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る
こ
と
が
多
い

【
交
通
事
故
原
因
】

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
不
注
意
が
原
因
で
す
。

・
車
を
運
転
す
る
と
き
は

緊
張
感
を
持
ち
、
し
っ
か
り
前
を
見
る
。

・
歩
行
や
自
転
車
に
乗
る
と
き
は

明
る
い
服
装
、
反
射
材
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、
交
通
事
故
の
な
い

明
る
い
社
会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

※

七
尾
警
察
署
交
通
課
　

53
―
４
１
４
１
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製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を
平
成
17
年

12
月
31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年
12
月
か
ら
来

年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に

つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
統
計
係
　

53
―
１
１
１
１

「
裁
定
請
求
書
（
年
金
の
請
求
書
）」
の

事
前
送
付
を
始
め
ま
し
た

年
金
を
請
求
さ
れ
る
方
の
利
便
性
の
向
上
と
裁
定

請
求
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
、
年
金
の
受
給
年
齢
を
迎
え

る
方
に
、
年
金
加
入
記
録
等
を
印
字
し
た
「
裁
定
請

求
書
（
年
金
の
請
求
書
）」
な
ど
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

昭
和
21
年
１
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方

①
60
歳
に
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
が

発
生
す
る
方
に
は
、
60
歳
に
到
達
す
る
３
ヶ
月
前

に
「
裁
定
請
求
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

②
65
歳
か
ら
受
給
権
が
発
生
す
る
方
と
受
給
資
格
が

確
認
で
き
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
60
歳
に
到
達
す

る
３
ヶ
月
前
に
「
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」
を

送
付
し
ま
す
。

昭
和
16
年
1
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
方

65
歳
に
受
給
権
が
発
生
す
る
方
と
、
60
〜
64
歳
ま

で
の
間
に
受
給
権
が
発
生
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
ま
だ
裁
定
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
65
歳
に
到
達
す

る
３
ヶ
月
前
に
「
裁
定
請
求
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

社
会
保
険
事
務
所
　

53
―
６
５
１
１
ま
た
は

年
金
ダ
イ
ヤ
ル
　

０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

融
資
保
証
金
詐
欺
に
ご
注
意
！

新
手
の
融
資
話
を
ハ
ガ
キ
や
チ
ラ
シ
で
宣
伝
し
、

申
し
込
ん
だ
人
か
ら
保
証
金
・
預
か
り
金
の
名
目
で

お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
手
口
が
増
え
て
い
ま
す
。

七
尾
署
管
内
で
も
本
年
１
〜
８
月
ま
で
の
間
に
13

件
約
８
１
６
万
円
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
（
県
内

は
、
97
件
６，

３
４
１
万
円
）
騙
さ
れ
な
い
た
め
に
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

①
保
証
人
・
担
保
・
来
店
が
不
要
な
ど
、
一
見
手
軽

そ
う
な
融
資
話
が
書
か
れ
た
広
告
・
ハ
ガ
キ
に
は

十
分
注
意
す
る
。

②
融
資
を
受
け
る
前
や
受
け
る
際
に
「
保
証
金
」
等

の
名
目
で
送
金
を
指
示
さ
れ
た
ら
、
「
詐
欺
」
と

疑
っ
て
み
る
。

③
現
金
の
要
求
に
対
し
て
は
、
安
易
に
「
そ
の
日
に

振
り
込
む
な
」「
１
人
で
振
り
込
む
な
」
を
厳
守
。

④
早
急
な
現
金
要
求
、
県
外
口
座
へ
の
振
り
込
み
要

求
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
振
り
込
み
要
求
な
ど
の

不
審

な
電
話

を
受
け
た
場
合
は
、警
察
に
相
談
す
る
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

七
尾
警
察
署
　

53
―
４
１
４
１

老
人
医
療
受
給
対
象
者
へ
届
出
の
お
願
い

○
保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き

本
人
あ
る
い
は
扶
養
し
て
い
る
方
の
転
職
や
退
職

及
び
市
町
村
合
併
な
ど
で
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合

（
記
号
番
号
の
変
更
を
含
む
）
は
、
14
日
以
内
に
届

出
が
必
要
で
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

老
人
医
療
受
給
者
証
・
保
険
証
・
印
鑑

※
届
け
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

保
険
課
老
人
医
療
係
　

53
―
８
４
２
０

各
支
所
　
民
生
課

道
路
の
除
雪
作
業
に
ご
協
力
を
！

い
よ
い
よ
冬
が
到
来
し
ま
し
た
。
雪
が
降
っ
て
か

ら
慌
て
な
い
よ
う
に
日
頃
か
ら
備
え
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
除
雪
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

①
路
上
駐
車
は
除
雪
の
大
敵
！

②
除
雪
車
が
通
れ
な
い
生
活
道
路
や
通
学
路
の
除
雪

は
み
な
さ
ん
の
手
で
！

③
道
路
に
は
雪
を
出
さ
な
い
で
！

④
除
雪
作
業
中
は
十
分
に
気
を
つ
け
て
！

⑤
消
火
栓
・
防
火
水
槽
の
確
保
を
！

⑥
電
気
・
電
話
線
が
切
断
し
て
い
た
ら
、
触
れ
ず
に

す
ぐ
に
通
報
！

⑦
除
雪
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
町
・
区
会
を
通
じ

て
連
絡
を
！

※
お
問
い
合
わ
せ
は

雪
害
に
関
す
る
こ
と

生
活
安
全
課
　
　
　
　
　
　

53
―
８
４
６
８

道
路
の
除
雪
に
関
す
る
こ
と

維
持
管
理
課
　
　
　
　
　
　

68
―
６
６
１
６

維
持
管
理
課
七
尾
分
室
　
　

53
―
８
４
２
６

田
鶴
浜
支
所
産
業
建
設
課
　

68
―
６
６
１
５

中
島
支
所
産
業
建
設
課
　
　

66
―
２
３
４
０

能
登
島
支
所
産
業
建
設
課
　

84
―
１
１
１
２

中
能
登
土
木
事
務
所
　
　
　

52
―
５
１
０
０

電
気
・
電
話
線
に
関
す
る
こ
と

電
気
　
北
陸
電
力
㈱
　

０
１
２
０
―
７
７
６
―
４
５
３

電
話
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
㈱
金
沢
支
店

０
７
６
―
２
２
０
―
４
０
６
５
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七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

相
談
日
時

毎
週
木
曜
日
　
13：

30
〜
16：

00

相
談
日
は
、
８
・
15
日
、
1
月
12
日
で
す
。

☆
完
全
予
約
制
の
た
め
、
必
ず
前
日
17：

00
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

会
　
　
場

パ
ト
リ
ア
５
階

フ
ォ
ー
ラ
ム
七
尾

相
談
料

30
分
以
内
　
１
件

５，

０
０
０
円

☆
法
律
扶
助
の
適
用
が
あ
れ
ば
無
料
に
な
り
ま
す
。

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

金
沢
弁
護
士
会
　

０
７
６
―
２
２
１
―
０
２
４
２

若
手
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
の
共
演

能
登
ピ
ア
ノ
レ
ス
ナ
ー
会
10
周
年
を
記
念
し
て
Ｏ

Ｅ
Ｋ
（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
）
と

地
元
の
寺
井
梓
さ
ん
を
は
じ
め
国
際
、
国
内
コ
ン
ク

ー
ル
入
賞
者
に
よ
る
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

日
　
　
時

12
月
18
日
（
日
）
14：

00
開
演

場
　
　
所

七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ

入
場
料

一
　
般
　
４
千
円
、
学
生
２
千
円

（
当
日
は
、
５
百
円
高
）

親
子
券
　
５
千
円
（
当
日
は
、
千
円
高
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は

能
登
ピ
ア
ノ
レ
ス
ナ
ー
会
事
務
局
（
前
）

０
７
６
８
―
52
―
０
２
１
７

正
月
飾
り
作
り
と
餅
つ
き
を
楽
し
も
う
！

正
月
飾
り
と
餅
つ
き
で
、
少
し
早
い
年
越
し
を
迎
え

ま
せ
ん
か
。
つ
き
た
て
の
お
餅
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時

12
月
18
日
（
日
）
９：

30
〜
15：

00

場
　
　
所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
荘
　

参
加
費

一
人
　
１，

５
０
０
円
　

募
集
定
員

30
名

募
集
締
切

12
月
13
日
（
火
）

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
荘

57
―
０
０
２
２

松
谷
繁
次
遺
作
展

前
石
川
県
歌
人
協
会
長
、
松
谷
繁
次
氏
の
遺
徳
を

偲
ん
で
、
遺
作
展
を
開
催
し
ま
す
。
未
発
表
の
短
歌

約
80
点
を
表
装
し
、
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ

い
。

日
　
　
時

12
月
９
日
（
金
）
〜
11
日
（
日
）

10：

00
〜
17：

00
（
最
終
日
16：

00
）

場
　
　
所

七
尾
市
産
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
２
階

※
お
問
い
合
わ
せ
は

凍
原
を
偲
ぶ
会
　

57
―
１
３
８
２

能
路
市
場
開
催
！

〜
「
七
尾
の
名
人
大
募
集
！
」
〜

お
習
字
、
手
芸
、
野
菜
作
り
、
料
理
な
ど
の
特
技

を
お
持
ち
の
方
！
能
路
市
場
で
腕
を
ふ
る
っ
て
み
ま

せ
ん
か
！
初
め
て
の
方
は
出
店
料
無
料
で
す
！

日
　
　
時

12
月
９
日
（
金
）
・
24
日
（
土
）
・

25
日
（
日
）
９：

00
〜
14：
00

場
　
　
所

中
心
市
街
地
御
祓
川
　
亀
橋
〜
泰
平
橋

※
お
問
い
合
わ
せ
は

情
報
処
し
る
べ
蔵
　

＆

52
―
１
２
３
１

市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

議
会
の
傍
聴
は
、
市
政
を
知
る
良
い
機
会
で
す
。

傍
聴
席
に
入
る
前
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
す
る
だ
け

で
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

定
　
　
員

55
名
　

12
月
定
例
会
日
程

５
日
（
月
）
10：

00
〜
　
提
案
理
由
説
明

９
日
（
金
）
10：

00
〜
　
一
般
質
問

12
日
（
月
）
10：

00
〜
　
一
般
質
問

19
日
（
月
）
14：

00
〜
　
委
員
長
報
告
・
質
疑
・

討
論
・
採
決

☆
団
体
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

議
会
事
務
局

53
―
８
４
３
３

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

ひ
　
ろ
　
ば

ひ
　
ろ
　
ば

の
じ
・
ま
ー
け
っ
と

年末年始のごみ処理についてのお知らせ
１，家庭ごみの収集は、家庭ごみ収集カレンダーのとお
りに行います。

２，ごみ持込の受入れについては、下記のとおりです。

※受付時間　△午前のみ＝9：00～12：00
○１日＝９：00～16：00 ×休み

12月 １月

30 31 １ ２ ３

燃えるごみ

〔ななかリサイクルセンター〕

○

１日

△

午前

×

休み

×

休み

△

午前

埋立ごみ

〔中央埋立場〕

○

１日

△

午前

×

休み

×

休み

×

休み

びん・乾電池・蛍光管・鏡等

〔南部資源化基地〕

△

午前

×

休み

×

休み

×

休み

×

休み
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平
成
18
年
成
人
式
の
お
知
ら
せ
　
左
記
の
４
地
区
で
開
催
！

開
　
催
　
日

平
成
18
年
１
月
８
日
（
日
）

対
　
象
　
者

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方

会
場
・
時
間

七
尾
地
区
　
　
七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
　
　
　
　
10：

00
〜

田
鶴
浜
地
区
　
サ
ン
ビ
ー
ム
日
和
ヶ
丘
　
　
　
　
　
14：

00
〜

中
島
地
区
　
　
能
登
演
劇
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10：

30
〜

能
登
島
地
区
　
能
登
島
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー
　
11：

30
〜

※
お
問
い
合
わ
せ
は

七
尾
地
区
の
方
　
　
七
尾
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
　

53
―
３
６
６
１

田
鶴
浜
地
区
の
方
　
田
鶴
浜
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　

68
―
３
７
３
９

中
島
地
区
の
方
　
　
中
島
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
　

66
―
０
３
５
１

能
登
島
地
区
の
方
　
能
登
島
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　

84
―
１
１
１
５

☆
「
成
人
式
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
講
座
」

日
　
　
時

12
月
13
日
（
火
）
18：
30
〜
20：

30

会
　
　
場

七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
　
展
示
ホ
ー
ル

対
　
　
象

成
人
者
や
家
族
・
成
人
式
に
た
ず
さ
わ
る
方

内
　
　
容

着
物
で
の
歩
き
方
や
、
作
法
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
べ
ま
す
。

持
ち
物

足
袋
、
ハ
ン
カ
チ

☆
思
い
出
成
人
式
〜
こ
れ
ま
で
に
成
人
式
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
へ
〜

あ
ら
た
め
て
節
目
と
し
て
、
成
人
式
に
参
加
し
た
い
方
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
・
応
募
の
動
機
（
自
由
作
文
）
を
添

え
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
付
。

募
集
期
間

12
月
13
日
（
火
）
消
印
有
効

定
　
　
員

10
名
程
度

参
加
場
所

七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
　
大
ホ
ー
ル

☆
成
人
式
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

日
　
　
時

平
成
18
年
１
月
８
日
（
日
）
９：

00
〜
11：

30

場
　
　
所

七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ

対
　
　
象

16
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
方
、
10
名
程
度

内
　
　
容

成
人
者
入
場
の
先
導
及
び
記
念
行
事
協
力
な
ど

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

〒
９
２
６
―
８
５
５
０

本
府
中
町
ヲ
部
38
番
地
（
七
尾
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

は
た
ち
委
員
会
　

53
―
３
６
６
１
＆

53
―
３
２
６
１

施設名など 活動内容など 活動日･募集人数など

デイサービスセンター　もみの木苑 利用者とレクリエーション、利用者の話し相手、環境整備
随時相談
＊動きやすい服装、内履きズック持参

身体障害者通所授産施設
ワークセンター田鶴浜

施設利用者の方と一緒に、花･野菜の育成栽培などの園芸作業
9:00～16:30（曜日・時間等要相談）
２～３名＊汚れてもよい服装など

介護老人保健施設　鶴友苑
（七尾市田鶴浜町）

①クラブ活動のお手伝い
（音楽クラブ、書道クラブ、絵画クラブ）
②入浴時の浴室から居室までの送迎介助

①週１回
（クラブにより曜日が違います）
②要相談

身体障害者更生救護施設
青山彩光苑
（七尾市青山町）

①利用者の買物補助及び車椅子の移動介助、食事介助 毎週月～金曜日　時間相談

詳しくは、お問い合わせください。

特別養護老人ホーム
エレガンテなぎの浦（七尾市津向町）

施設利用者の衣類の洗濯、整理等
月・火・木・金　13:30～16:30
１日２名程度

介護老人保健施設　和光苑
（七尾市津向町）

①環境整備(居室掃除)、車椅子とスリッパ手入れ、窓拭き、
整容とコミュニケーション(散歩、話し相手)
②シーツ交換
③入浴時の浴室から居室までの送迎介助
④洗濯物たたみ
⑤レクリエーションの運営補助

①日時要相談

②毎週月～水曜日　9:30～11:00
③毎週水、土曜日以外　時間要相談
④毎週月～土曜日　9:00～
⑤毎週月～金曜日　時間要相談

ボランティア情報

※お問い合わせは
七尾市ボランティアセンター　　 52－2099 ささゆりボランティア中島　　　 66－1756
ハートフルボランティア田鶴浜　 68－6617 愛をつなぐボランティア能登島　 84－0205

②電動車椅子サッカーチーム「NOTO青山ボンバーズ」の
練習や遠征試合のお手伝いをしてくださるサポーター
（主に車の運転や車椅子の移動介助）を随時募集中！
③上記のほか、施設利用者の散歩、外出、旅行の同行と介助
④利用者の車椅子清掃
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◎児童館情報（主な行事）

※各児童館では、下記以外の行事も行っています。
詳しくは、お問い合わせ下さい。

七尾サンライフ児童センター
53－5486
………………

簡単マフラー作り
………………

育児用品リサイクルショップ
………………

リズムに合わせて楽しく！リトルリトミック
………………

クリスマス会＆お誕生会
………………

クリスマスケーキ作り
☆要申込み17日〆切、材料費千円

………………

クリスマス会

北大呑児童館 59－1250
………………………

作って遊ぼう！
………………………

クリスマス会
………………………

卓球クラブ
………………………

移動児童館（北大呑保育園）
………………………

折り紙教室
………………………

児童館大掃除

御祓児童館 53－1397
………………………

将棋教室　初めての子、大歓迎！
………………………

おいしくて簡単！　おやつ作り教室
………………………

手話教室　手話であいさつをしてみよう！
………………………

季節を折ってみよう！　折り紙教室
………………………

絵本とお話し会（もこもこの会）
………………………

お楽しみ　クリスマス会

田鶴浜児童館 68－3650
………………………

年賀状を書こう
………………………

遊びの教室「ふしぎな立体」
………………………

中学生による絵本の読み聞かせ
………………………

ミニリースを作ろう！
………………………

卓上ツリーを作ろう！
………………………

紙芝居「クリスマスのお話」
15：00～12月22日（木）

15：00～12月21日（水）

15：00～12月19日（月）

15：00～12月14日（水）

15：00～12月７日（水）

15：00～12月６日（火）

15：00～12月24日（土）

11：00～12月22日（木）

15：00～12月21日（水）

14：00～12月17日（土）

13：30～12月10日（土）

14：30～12月10・17・24日（土）

14：00～12月27日（火）

14：00～12月25日（日）

10：00～12月24日（土）

14：00～12月17日（土）

10：00～12月11日（日）

14：00～12月10日（土）

10:30～12:0012月25日（日）

10:00～12:0012月24日（土）

10:30～12:0012月22日（木）

11:00～12:0012月16日（金）

11:00～12:0012月14日（水）

10:30～11:3012月６日～９日　

図書館・電話番号 開館時間 休館日

中央図書館　　 53-0583
（小丸山公園下）

９：３０～１８：００
（土・日９：３０～１７：００）

毎週月曜日
祝日、毎月末日

本府中図書館　 53-3662
（七尾サンライフプラザ内）

１０：００～１８：００
（土・日１０：００～１７：００）

毎週月曜日
祝日、毎月末日

田鶴浜図書館　 68-6785
（サンビーム日和ヶ丘内）

１０：００～１８：００
（土・日１０：００～１７：００）

毎週火曜日
祝　日

中島図書館　　 66-8000
（中島文化センター内）

１０：００～１８：００
（土・日１０：００～１７：００）

毎週月曜日
祝　日

能登島図書館　 84-1115
（能登島生涯学習総合センター）９：００～１７：００ 祝　日

「亡命者」
大沢　在昌
講談社

「寂聴　あおぞら説法Ⅲ」
瀬戸内　寂聴
光文社

「HOKKAI」
高樹　のぶ子
新潮社

「100回泣くこと」
中村　航
小学館

「闇夜の国から二人で舟を出す」
小池真理子／新潮社

「名をこそ惜しめ」
津本　陽／文藝春秋

「王城の忍者」
南原幹雄／新潮社

「かんじき飛脚」
山本一力／新潮社

☆ 年末年始の休館日のお知らせ

・中央図書館、本府中図書館及び

能登島図書館は、

12月29日 ～1月3日

・田鶴浜図書館及び中島図書館は、

12月28日 ～1月4日

田鶴浜図書館は月曜も開館しています。どうぞご利用下さい。（火曜休館）

市
民
伝
言
板

品
物
を
ゆ
ず
り
た
い
方
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
※
無
料
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
●
ゆ
ず
り
ま
す

子
供
用
自
転
車
、
二
段
ベ
ッ
ド
、
学
習
机
、
ハ
イ
＆

ロ
ー
チ
ェ
ア
ー
、
布
団
乾
燥
機
、
布
団
、
毛
布
、
マ

ッ
サ
ー
ジ
機
、
机
・
椅
子
（
ス
チ
ー
ル
製
）、
ク
ー

フ
ァ
ン
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
、
書
庫

（
ス
チ
ー
ル
製
）、
テ
レ
ビ
（
14
イ
ン
チ
）、
ビ
デ
オ

デ
ッ
キ
、
カ
ー
テ
ン
、
滑
り
台
、
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド

ほ
か

●
●
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
会
議

用
テ
ー
ブ
ル
、
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
、
電
子
レ
ン
ジ
、

三
輪
車
、
座
卓
（
一
人
用
）、
女
児
服
（
80
〜
120
㎝
）、

ハ
ン
ガ
ー
ポ
ー
ル
、
自
転
車
（
大
人
用
）、
河
本
製

手
動
ポ
ン
プ
、
折
り
た
た
み
ベ
ッ
ド
、
チ
ル
ホ
ー
ル
、

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
、
本
棚
（
ス
チ
ー
ル
製
）、
柔
道

着
（
150
㎝
）、
パ
ソ
コ
ン
、
食
卓
テ
ー
ブ
ル
　
ほ
か

男
女
参
画
ま
ち
づ
く
り
課

53
―
１
１
１
２
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高
齢
化
社
会
。
今
、
こ
の
言
葉
に
込
め

ら
れ
て
い
る
意
味
は
、
あ
ま
り
に
も
浅
い

と
思
う
。

私
の
祖
母
は
認
知
症
だ
。
つ
い
最
近
ま

で
痴
呆
と
呼
ば
れ
、
物
忘
れ
な
ど
の
症
状

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
認
知
症
は
そ
れ

ま
で
何
事
も
な
か
っ
た
祖
母
を
突
然
襲
っ

た
。
初
め
は
同
じ
事
を
何
度
か
聞
く
よ
う

に
な
っ
た
な
、
と
思
う
程
度
で
病
気
だ
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
や
は
り
お

か
し
い
と
気
づ
き
、
私
が
認
知
症
と
い
う

名
前
を
知
っ
た
頃
に
は
、
祖
母
は
今
日
が

何
日
な
の
か
も
わ
か
ら
な
い
所
ま
で
既
に

悪
化
し
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
祖
母
の
症

状
悪
化
を
で
き
る
だ
け
遅
ら
せ
よ
う
と
祖

母
本
人
、
そ
し
て
私
た
ち
家
族
の
認
知
症

と
の
闘
い
が
始
ま
っ
た
。

「
今
日
、
何
曜
日
？
」

「
木
曜
日
だ
よ
。」

「
明
日
、
金
曜
日
だ
ね
？
」

「
そ
う
だ
よ
。」

普
通
一
日
に
一
度
で
い
い
会
話
だ
が
、

我
が
家
で
は
祖
母
が
す
ぐ
忘
れ
て
し
ま
う

た
め
一
日
に
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
会
話

だ
。
祖
母
が
認
知
症
に
な
っ
て
初
め
の
頃

は
、
私
も
何
度
聞
か
れ
て
も
し
っ
か
り
と

答
え
て
い
た
。

し
か
し
、
祖
母
の
認
知
症
は
季
節
が
巡

る
度
に
悪
化
し
、
私
は
祖
母
と
の
会
話
に

苛
立
ち
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

「
今
日
、
木
曜
日
？
」

「
う
ん
。」

「
明
日
、
金
曜
日
だ
ね
。」

「
そ
う
だ
よ
。」

た
っ
た
数
分
後
、
祖
母
が
ま
た
聞
い
て

く
る
。

「
明
日
、
土
曜
日
だ
よ
ね
。」

「
明
日
は
金
曜
日
だ
よ
。」

「
今
日
、
金
曜
日
と
違
う
か
？
」

さ
っ
き
言
っ
た
の
に
・
・
・
こ
れ
が
毎

日
、
何
回
も
続
く
の
で
、
つ
い
ダ
メ
だ
と

わ
か
っ
て
い
て
も
、
無
視
し
て
し
ま
っ
た

り
、
「
う
る
さ
い
！
」
と
怒
鳴
っ
て
し
ま

う
こ
と
の
方
が
多
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、

申
し
訳
な
さ
そ
う
な
顔
で
寂
し
そ
う
に
ち

ょ
こ
ん
と
座
っ
て
い
る
祖
母
を
見
る
度
、

心
の
中
が
罪
悪
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

た
。
悪
い
の
は
祖
母
で
は
な
く
私
だ
。
わ

か
っ
て
い
る
の
に
「
ご
め
ん
ね
」
と
言
え

な
い
自
分
が
す
ご
く
情
け
な
か
っ
た
。

ど
う
す
れ
ば
祖
母
に
優
し
く
で
き
る
の

か
を
考
え
始
め
た
矢
先
、
祖
母
が
認
知
症

に
な
っ
た
こ
と
で
一
番
苦
労
し
て
い
る
で

あ
ろ
う
母
が
、
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
ぽ
つ
り

と
言
っ
た
。

「
こ
ん
な
風
に
な
っ
て
し
ま
う
の
も
病

気
だ
か
ら
仕
方
な
い
ね
。
認
知
症
は
治
る

事
は
な
い
け
ど
、
こ
れ
以
上
ひ
ど
く
な
ら

な
い
よ
う
に
、
ち
ょ
っ
と
で
も
遅
ら
せ
て

あ
げ
よ
う
。
だ
か
ら
面
倒
か
も
し
れ
な
い

け
ど
何
か
聞
か
れ
た
ら
答
え
て
あ
げ
て

ね
。」この

言
葉
で
私
の
心
に
何
か
が
突
き
刺

さ
り
、
目
が
潤
む
の
が
わ
か
っ
た
。
自
分

の
都
合
で
祖
母
を
避
け
た
事
、
祖
母
の
寂

し
そ
う
な
姿
、
謝
れ
な
い
自
分
。
ど
れ
だ

け
祖
母
を
傷
つ
け
て
き
た
の
か
と
思
う

と
、や
り
場
の
な
い
後
悔
だ
け
が
残
っ
た
。

そ
ん
な
私
と
は
反
対
に
、
看
護
師
で
あ
る

母
は
知
識
も
あ
る
だ
け
に
一
番
必
死
だ
。

ハ
ー
ド
に
働
い
て
、
疲
れ
て
い
る
の
に
、

祖
母
を
一
番
気
に
か
け
て
い
る
。
誰
よ
り

も
辛
い
思
い
を
し
て
い
る
の
は
母
だ
。
そ

れ
を
毎
日
見
て
い
た
の
に
、
私
は
そ
の
横

で
何
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
会
話
ひ
と

つ
に
苛
立
ち
、
祖
母
を
思
い
や
る
事
は
何

一
つ
し
て
い
な
い
。
祖
母
に
も
母
に
も
、

た
だ
た
だ
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
母
の
言
葉
を
胸
に
刻
み
、
私

は
心
を
入
れ
か
え
、
出
来
る
だ
け
祖
母
と

会
話
を
持
つ
よ
う
に
し
た
。
少
し
で
も
多

く
頭
を
働
か
せ
て
、
悪
化
を
遅
ら
せ
る
た

め
だ
。
祖
母
が
聞
い
て
き
た
事
に
は
ち
ゃ

ん
と
答
え
、
そ
し
て
私
か
ら
も
話
し
か
け

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
今
ま
で
避
け
ら
れ

て
き
た
分
、
私
が
答
え
て
く
れ
る
の
が
嬉

し
い
の
か
二
言
、
三
言
の
会
話
で
も
祖
母

は
本
当
に
嬉
し
そ
う
に
笑
っ
て
く
れ
る
。

気
づ
け
ば
面
倒
と
は
思
わ
な
く
な
り
、
苛

立
つ
事
も
な
く
な
っ
て
い
た
。

き
っ
と
私
は
祖
母
が
認
知
症
と
い
う
病

気
を
背
負
っ
た
こ
と
で
、
認
知
症
と
い
う

枠
の
中
に
い
る
祖
母
し
か
見
て
い
な
か
っ

た
の
だ
。
祖
母
は
認
知
症
で
あ
っ
て
も
、

私
の
大
切
な
祖
母
で
あ
り
、
家
族
だ
。
そ

れ
な
の
に
家
族
で
あ
る
私
が
一
番
、
認
知

症
だ
か
ら
、
と
冷
た
い
視
線
を
送
っ
て
い

た
の
だ
。
今
ま
で
祖
母
は
ど
ん
な
気
持
ち

で
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
た
ま
ら
な

く
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
今
ま
で

悲
し
く
さ
せ
た
分
、
祖
母
が
幸
せ
に
生
き

て
い
け
る
よ
う
に
、
で
き
る
限
り
の
事
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
、
日
本
は
「
高
齢
化
社
会
」
と
言
い

つ
つ
も
、
こ
の
言
葉
を
た
だ
「
高
齢
者
が

多
い
社
会
」
と
い
う
意
味
で
し
か
使
っ
て

い
な
い
気
が
す
る
。
私
は
認
知
症
の
祖
母

と
接
し
て
、
祖
母
の
よ
う
な
高
齢
者
、
ま

た
認
知
症
等
を
持
っ
た
人
の
為
に
も
、
高

齢
者
に
優
し
く
、
高
齢
者
が
笑
っ
て
過
ご

せ
る
、
そ
ん
な
高
齢
化
社
会
が
本
当
な
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
、
そ
ん
な

人
達
が
ど
ん
ど
ん
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
て

い
る
の
が
現
実
だ
。
そ
ん
な
高
齢
者
を
守

る
の
も
高
齢
化
社
会
と
な
っ
た
国
の
義
務

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
に
は
、
社
会
を
変
え
る
だ
け
の
力
は

な
い
が
、
私
が
思
う
本
当
の
高
齢
化
社
会

に
近
づ
く
た
め
、
ま
ず
は
祖
母
が
毎
日
を

笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
努
力
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

20

平
成
17
年
度
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
石
川
県
大
会

金
沢
地
方
法
務
局
長
賞
（
石
川
県
代
表
作
品
と
し
て
全
国
大
会
へ
）

「
祖
母
の
笑
顔
の
た
め
に
」

七
尾
市
立
中
島
中
学
校
　
三
年
　
島
田
　
涼
花

12
月
４
日
〜
10
日
は
、
第
57
回
人
権
週
間
で
す
。

人
権
と
は
、
す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
つ
人
間
と
し
て
の
尊
厳
と
平
等
で
譲
る
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
。

み
ん
な
の
人
権
を
守
り
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
！
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平
成
17
年
度
人
権
啓
発
標
語

人
権
擁
護
啓
発
標
語
を
市
内
の
小
学
６
年
生
・
中
学
２
年
生
を
対
象
に
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
小
学
生
532
点
、
中
学
生
574
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
特

選
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

小
学
生
の
部
　
　
　
田
鶴
浜
小
学
校
６
年
　
　
角
中
　
聡
美

「
は
じ
め
よ
う
　
差
別
じ
ゃ
な
く
て
　
助
け
あ
い
」

中
学
生
の
部
　
　
　
香
島
中
学
校
２
年
　
　
　
赤
坂
　
美
春

「
思
い
や
る
　
心
一
つ
で
　
変
わ
る
社
会
」

（
敬
称
略
）

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
ま
ち
の
相
談
員

こ
ん
な
と
き
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
…
。

・
学
校
や
ク
ラ
ブ
活
動
で
い
じ
め
・
リ
ン
チ
・
体
罰
な
ど
を
受
け
た
と
き

・
老
人
や
子
ど
も
が
虐
待
さ
れ
て
い
る
と
き

・
不
当
に
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
た
り
、
不
当
な
差
別
を
受
け
た
と
き

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
誹
謗
中
傷
す
る
表
現
や
、
差
別
を
助
長
す
る
表
現
等
を
掲
載
さ
れ
た

と
き

・
そ
の
他
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
と
き

人
権
相
談
窓
口

○
男
女
参
画
ま
ち
づ
く
り
課
　
　

53
―
１
１
１
２

・

毎
月
第
１
〜
第
４
水
曜
日
　
13：

00
〜
15：

00

本
庁
　
市
民
相
談
室
　

・
毎
月
第
２
水
曜
日
　
　
　
　
13：

00
〜
15：

00

さ
つ
き
苑
、
中
島
支
所
、
お
に
ゆ
り
の
里

○
金
沢
地
方
法
務
局
七
尾
支
局
　

53
―
１
７
２
０

・
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

＊
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
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ファーガス
日本ではガソリンスタンド、映画館、居酒屋、ボウ
リング場、ホテルなどで「レディーズ・ディ」または
「女性限定」という看板をよく見ます。どうも女性の
ほうが得をするようにできているような気がします。
女性が様々な特別扱い方をされる機会が多いのはなぜ
でしょうか。女性の方は喜んでいると思いますが、男
女平等を目指す社会にとっては少し変かもしれませ
ん。例えば、これらの様々な恩典が男性に適応されな
い理由は何でしょうか。男性の方が女性より映画を楽
しむからでしょうか。ボウリングをしたらストライク

を出す数が多いからでしょうか。でも、ホテルに滞在
しても、ウエルカムスイーツ、エステの割引など女性
のほうが得をすることが多いような気がします。欧米
ではこういう特別扱いはほぼ禁じられています、特に
性によって差を付けるのは男女平等に違反だけではな
く人権違反と思われています。結局、女性優遇の各種
のキャンペーンは結果的には新しい形の差別なのかも
しれません。年齢や性別などによって区別しすぎると
最終的に不平等を生んでしまうのではないでしょう
か。

ミチコ
今朝、あなたにお茶を入れてくれたのは誰ですか？
と聞くとほとんどの人が女性を思い浮かべると思いま
す。日本社会、特に田舎では性の役割がよりはっきり
していると思います。これは、男性と女性が根本的に
違うと考えている人たちが、「男らしさ」や「女らし
さ」を求めることはけっして悪くないと思っているか
らです。西洋社会では男性も女性も根本的に違いは少
なく、「男らしさ・女らしさ」は社会が勝手に生んだ
着想と考えている人がほとんどです。どちらが正解と
は言い切れないことですが、社会が促進すべき考えは、
老若男女国民のみんなが心地よく暮らせる社会を創る
ということだと思います。お転婆娘や大和撫子、おし
とやかな男性や凛々しい男性など、色々な人々みんな
が輝ける社会が素敵だと思います。

性別or 
差別？

人権イメージキャラクター
人ＫＥＮまもる君・人ＫＥＮあゆみちゃん
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わが家のアイドルでは、４歳未満のお子さんを募集しています。４歳未満のお子さんを募集しています。
秘書広報課まで、お気軽にお申し込みください。�53-1110�

細川
ほそかわ

輝
ひかり

くん
平成14年12月18日生まれ

（父　将和　母　久恵　古府町）

泣いて、笑って、怒って、いそがしい

ひかり君。成長の早さにびっくりしなが

ら、元気なひかりに振り回される毎日！

今後の成長が楽しみです。

白山
しらやま

柊
とう

子
こ

ちゃん
平成15年12月12日生まれ

（父　竜俊　母　麻生子　矢田町）

好奇心旺盛で、外遊びが大好きです。

これからもいろんなことに挑戦していつ

も笑顔で元気な優しい人になってね

心
に
残
る
成
人
式
に
し
た
い
！
こ
の
一
言

か
ら
始
ま
っ
た

は
た
ち
委
員
会

。

自
分
た
ち
の
成
人
式
を
自
分
た
ち
で
創
り

上
げ
よ
う
と
、
９
月
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

先
輩
方
の
協
力
も
あ
り
、
徐
々
に
メ
ン
バ
ー

も
増
え
、
１
月
８
日
の
本
番
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
に
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
経
験
者
が
多

い
こ
と
か
ら
、
音
楽
を
と
り
入
れ
よ
う
と
考

え
、
自
分
た
ち
の
力
を
最
大
限
に
活
か
そ
う
、

出
そ
う
と
い
う
意
味
も
込
め
、
テ
ー
マ
を

「
ff
（
フ
ォ
ル
テ
ィ
ッ
シ
モ
）
〜
響
〜
」

（
ff：

音
楽
の
強
弱
記
号
の
一
つ
で
、
き
わ
め

て
強
く
）
と
し
ま
し
た
。
未
来
に
響
き
、
心

に
響
く
成
人
式
に
な
る
よ
う
全
員
で
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
み
ん
な
で
素
敵
な
成
人
式
に
し
ま

し
ょ
う
。

藪　下　真奈美 さん
や ぶ し た 　 ま な み

市内在住
七尾地区成人式「はたち委員会」委員長とし
て心に響く成人式を企画中

七尾 ・ ・ヒト
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●蘭遊館に新しい熱帯植物
“ヒスイカズラ”が仲間入り!!

“ヒスイカズラ（翡翠葛）”
はフィリピンの熱帯雨林に自
生する、マメ科のつる性植物
です。花色が宝石の翡翠に似
ていることからこの名がつき
ました。
日本には数少ない熱帯植物

です、ぜひ一度ご覧ください。
（開花時期初夏）

■クリスマス展
12月25日(日)まで開催中
高さ８ｍのトガの木に、約

300本の蘭を飾りつけた巨大
クリスマスツリーを展示。ラ
イトアップされ幻想的な世界
が広がります。

■お正月特別展　12月26日(月)～１月８日(日)
和をテーマに約

150種1 , 000鉢の蘭
を展示。特別展と
して南米産の珍し
い蘭20鉢も展示！
【年中無休】
元旦、２日、３日
蘭遊館入場者先着
100名に粗品進呈

■のと蘭遊会会員募集中！　年会費：１万円
入会時に豪華な蘭を進呈または、年３回に分けて
蘭をお届けいたします。蘭の育て方教室（年４回）、
冬期の間、温室に蘭をお預かりする等、いろいろな
特典があります。

■蘭の預かり鉢　好評受付中！　(有料１鉢300円より)
ギフトでいただいた蘭や趣味で栽培している蘭な
どで、冬期間（11月～３月頃まで）栽培が困難な方、
お預かりし、水・温度・日照を管理いたします。

■蘭の展示温室入場料　
大人(高校生以上)500円　小人(小学生以上)300円
幼児　　　　　無　料
☆10人以上の団体は各100円引き

七尾フラワーパーク　 54－0300（代）
54－0301

http://www.notorannokuni.com/

資料提供ありがとうございました。

「広報ななお」９月号でお知らせいたしました、古い資

料のご提供について次の方々よりご提供がありました。

・「涛声」創刊号（大正12年）

小島町　上岸あさの　様

・「七尾八景（絵葉書）」（昭和50年ごろ）

青葉台町　池口　勝繁　様

・「和倉小学校のうつりかわり」（昭和52年）

杉森町　杉岡　新次　様

まだまだ募集していますので、よろしくお願いします。

☆時代は問いません。写真・帳簿類など、時代背景がわか

るものであれば、平成のものでも可能です。

※お問い合わせは

文化振興課市史編さん室（サンライフプラザ内）

53－８４４７

12月18日（日） 13：30開場　14：00～16：00開演
入場料：無　料　
会　場：能登演劇堂

講演：「温暖化を防ぐ快適生活」
講師：（有）ひのでやエコライフ研究所

鈴木靖文　氏

七尾市環境市民劇団によるヒーローショー　第1回公演
能登演劇堂始まって以来の笑いと驚きのストーリーです。講演・劇をと
おして、地球温暖化・環境問題を考えてみませんか。

※お問い合わせは　本庁　環境課　電話53－8421

エコロくん家に現れた悪の怪人
オンダンカーX。
七尾は乗っ取られてしまうの
か!?果たして、5人のエコファ
イターは救えるのか!!
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この広報誌は再生紙を使用しています。

18
日
に
環
境
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
り
ま
す

★
地
球
温
暖
化
か
ら
青
い
地
球
、
そ

し
て
七
尾
を
守
る
た
め
、
環
境
戦
隊

エ
コ
フ
ァ
イ
タ
ー
が
現
れ
る
よ
う
で

す
★
先
日
、
練
習
風
景
を
見
ま
し
た

が
、
か
な
り
期
待
で
き
そ
う
で
す
★

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
シ
ョ
ー
を
観
て
く

だ
さ
い
★
そ
し
て
環
境
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
春
木
）

い
よ
い
よ
、
今
年
も
残
り
僅
か
と
な

り
ま
し
た
◆
こ
の
一
年
、
た
く
さ
ん

の
方
々
に
取
材
へ
の
ご
協
力
を
賜

り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
◆
来
年
も
、
い
ろ
い
ろ
と
市
内

を
廻
り
ま
す
◆
み
な
さ
ま
の
元
へ
訪

れ
た
際
に
は
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
齊
藤
）

◆応募方法・期間・資格

◇応募方法：①再開発ビルの名称（ふりがな）②

名称の趣旨や意味　③氏名　④住所

⑤年齢　⑥電話番号を明記し、ハガキ、

FAX、E-mailまたは市役所1F市民ロ

ビーに設置する応募箱にて応募して

ください。

◇応募期間：平成17年12月1日から

平成18年1月6日締切

◆施設概要

◇施設用途（全体で約14,000�）商業・業務施設、

市民施設、ホテル、駐車場

◇平成18年７月１日グランドオープン（予定）

◇パトリアに隣接し、３階部分を上空連絡通路で結び

ます。

◇コンセプト：上質の都市生活機能を配置したくつろ

ぎ感のあるシティリビングの創出

[応募・お問い合わせは]
〒926-0046
石川県七尾市神明町イ部17番地5
七尾駅前第二地区市街地再開発組合「ビル名称」係
TEL53－2020　FAX53－8559　
E-mail ekimae@city.nanao.lg.jp

※詳細は期間中に七尾市ホームページ、新聞等でお知らせします。

厳正なる審査を経て、平成18年3月頃に七尾市ホームページ

および新聞等にて発表予定です。

七尾駅前で快適な都市環境を目指した整備が

進んでいます。平成７年にオープンしたパト

リアに続き、能登の玄関口に相応しい複合ビ

ルが誕生します。ビルのオープンに向けて、

名称を募集いたします。

七尾の魅力を集めた「広報ななお別冊七尾市
誕生１周年特集号」を発行しました。
市役所・各支所、公民館、学校、図書館等に
置いてあります。市ホームページにも掲載して
おります。ぜひ、ご覧ください。

七尾広報12月号pdf用  05.11.29 3:08 PM  ページ 24


